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(1) 動機：多くの人々に共通している感覚を GIS へ導

入する試みは古くからおこなわれており，NCGIA
は 1996 年に 21 番目の重要課題としてレポートを作

成している．近年普及している Google maps などの

Web 上で動作する地図系アプリケーションの操作

は直観的で多く人が容易に習得できる．このような

技術的なユーザインターフェスの進展に加え，一

般的な共通感覚をデータ構造へ適用しようと試み

などがある．しかし，データ内容の意味的な観点か

ら共通感覚を導入するような研究はあまりされてい

ない．データ内容の意味は，データを利用する状

況や文化的な背景などが影響すると考えられるた

め，個別の文化圏，言語圏及び状況下での調査が

求められる．土地利用分類は，データごとに意味

的な不均質があることが指摘されている．中でも

「公共施設」は，文化的な背景と密接に関連してい

る場合が多い． 
(2) アプローチ：共通感覚に関する既往研究で用いら

れた方法論であるアンケート調査と，人間の土地利

用判読によって作成された土地利用データの判読

ミスを比較，分析し，判読者間で「公共施設」として

多くの合意が得られている施設とそうでない施設を

明らかにする．アンケート調査については，提示し

た施設群を「公共施設」を含む複数の分類項目に

分類するという試行を行った．土地利用データの判

読ミス評価については，施設レベルの分類がされ

ている公共施設のデータと重ね合わせ，施設ごと

に判読ミスの発生傾向を調査した．  

(3) 意義：近年では地形図や土地利用図などの専門

的な製品に限らず， カーナビゲーションや自治体

GIS の施設検索など，一般大衆を対象とするような

場面でも多くの公共施設に関するデータが利用さ

れている．これらのデータで用いられている分類体

系を大衆の共通感覚から評価することで，より直観

的な分類体系を構築することが可能になる． 
(4) 特徴： 

・ 既往研究で用いられているアンケートによる調

査によって，「公共施設」に対する被験者に共

通する感覚を調査する． 
・ 人間による土地利用判読から作成された土地利

用データに内在する判読ミスの傾向を評価し，

「公共施設」に対する判読者間に共通する感覚

を調査する．アンケートとよりも多くの事例を得る

ことができる． 
・ 異なるアプローチから「公共施設」の共通感覚を

調査したが，両者の結果に相関が見られた（図）．

アンケート調査と土地利用判読という異なる環

境下での分類行為であっても，試行者の共通

感覚には一定の相関があるといえる． 
・ これらの結果から，各施設の 「公共施設」という

概念との合意の度合いを定量的に評価できる．

すなわち，施設群と「公共施設」及び分析に用

いた周辺の分類項目との意味的な類似度と考

えられる． 
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図 1：アンケート調査と土地利用データの判読ミス評価結果の散布図 


